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１．概要  

  本資料は，再処理施設及びＭＯＸ燃料加工施設の設計基準対象施設に対

する，第１回設工認申請（令和２年 12 月 24 日申請）のうち，以下の添付

書類に示す森林火災の防護設計及び再処理事業所敷地内に設置する薬品タ

ンクへの火災影響を補足説明するものである。  

  また，本資料は，第１回申請（令和２年 12 月 24 日申請）のうち，以下

に示す添付書類の補足説明に該当するものである。  

・再処理施設  添付書類「Ⅵ－１－１－１－４－１  外部火災への配慮

に関する基本方針」  

・ＭＯＸ燃料加工施設  添付書類「Ⅴ－１－１－１－４－１  外部火災

への配慮に関する基本方針」  

本資料では考慮すべき外部火災の一つである森林火災について，火災発

生時の消火活動の成立性の観点で評価を実施した結果について補足する。  

  本資料で示す森林火災の防護設計及び再処理事業所敷地内に設置する薬

品タンクへの火災影響については，再処理施設，ＭＯＸ燃料加工施設及び

廃棄物管理施設に係る今回申請対象以外の建屋や屋外構築物に対しても適

用されるものである。  

  再処理施設，ＭＯＸ燃料加工施設及び廃棄物管理施設はいずれも同一の

敷地内に立地しているため，本評価では両施設が立地する敷地を以下，

「再処理事業所」という。  

 

２．薬品タンクの影響  

  森林火災が再処理事業所に接近したときに，再処理敷地内にある薬品タ

ンクが熱影響を受けることで防火帯近傍での消火活動に支障を及ぼす可能

性について検討した。  

敷地内にある薬品タンクのうち建屋の内部に設置してある薬品タンクは，

森林火災の熱輻射が建屋躯体により遮蔽されることから，森林火災の熱影

響を受けることはない。  

  このほか，屋外に設置している硝酸ヒドラジン受入れ貯槽，ならびに試

薬建屋に地上１階にＴＢＰ受入れ貯槽及びｎ－ドデカン受入れ貯槽が配置

されている。これらの薬品タンクは地下に移設することにより外部火災の

熱影響を受けない設計とする。  

  以上のことから，再処理事業所の薬品タンクは森林火災時でも熱影響を

受けない設計であり，また，万一漏えいしても薬品は建屋内に留まるため，

防火帯近傍での消火活動に支障を及ぼすことはない。  

  試薬建屋の主要機器リストを第２－１表に，地下に移設する硝酸ヒドラ

ジン受入れ貯槽，ＴＢＰ受入れ貯槽及びｎ－ドデカン受入れ貯槽の配置図

を第２－１図に示す。合わせて，地下に移設する薬品タンクの配置図を第

２－２図に示す。  
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第２－１表  主要機器リスト  

 

 

 

 

 

 

 

 

第２－１図  主要機器リスト配置図  
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第２－２図  地下に移設する薬品タンクの配置図  

：設計対処施設  

：防火帯  

 

：硝酸ヒドラジン受入れ貯槽（地下設置位置）  

 

：ｎ－ドデカン受入れ貯槽（地下設置位置）  

 

：ＴＢＰ受入れ貯槽（地下設置位置）  

 

試薬建屋  試薬建屋周辺拡大  

＜凡例＞  
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